















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２貫 ??? （２貫） （2/15両） （１両）
至大幣制
（1309.9–1311.4）
１両 ?? 25貫 １貫 （１銭） （１両）
第２次至元幣制
（1311.4–1350.11）




















































































河間塩 400,000 ▲1,200,000 15.68％
山東塩 310,000 ▲930,000 12.15％
河東塩 ▲131,800 395,395 5.17％
四川塩 28,910 86,730 1.13％
遼陽塩
両淮塩 950,075 2,850,225 37.25％
両浙塩 500,000 ▲1,500,000 延祐６以後 19.60％
福建塩 ▲129,261 387,783 至順１ 5.07％
広東塩 50,552 ▲151,656 延祐５ 1.98％
広海塩 50,165 ▲150,495 延祐２ 1.97％





























































引数 塩引価 塩課鈔（錠） 銀換算（錠）
至元14 1277 1,120,000 中統鈔９貫 201,600 100,800











大徳10 1306 1,915,000 中統鈔65貫 2,489,500 248,950
至大１ 1308 2,500,000 中統鈔65貫 3,250,000 325,000
延祐２ 1315 2,576,000 中統鈔150貫 7,728,000 309,120
天暦２ 1329 2,564,000 中統鈔150貫 7,692,000 307,680





































































至元21 1284   93万錠（銀46.5万錠） 中統鈔63万錠（銀31.5万錠）
至元29 1292 298万錠（銀29.8万錠） 至元鈔50万錠（銀25万錠）
元貞１ 1295 304万錠（銀30万錠） 至元鈔31万錠（銀15.5万錠）
大徳２ 1298 360万錠（銀36万錠） 至元鈔30万錠（銀18万錠）
大徳11 1307 400万錠（銀40万錠） 至元鈔100万錠（銀50万錠）
天暦１ 1328 941万錠（銀38万錠） 至元鈔31万錠・中統鈔305万錠（銀6.3万錠）
天暦２ 1329 930万錠（銀37.2万錠） 至元鈔119万錠・中統鈔4万錠（銀24万錠）
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毎以銀糧不敷為患、益求所以生財之道、至於囊括繭糸、不遺毫髪、亦復不足者何哉。特用
之不節爾。（『至正集』巻77、公移、正始十事。『元人文集珍本叢刊』所収本）。
『元史』巻182、許有壬伝によると、「正始十事」は至治３年（1323）の上奏である。中統・
至元初期は南方の軍需・北方の防辺があるにもかかわらず、財政に余裕があったこと、江南平
定後は、江淮の財用やストックが溢れるほどあったが無駄な費用はなかったこと、至大以後、
賞賜・造作のほか無駄な支出は枚挙に暇なく、経費不足がおこったことが述べられる。
ここでは中統から至治まで60年あまりの財政史が３期に区分される。江南併合以前は大き
な軍事費にもかかわらず健全財政の時期（Ⅰ期）、併合後は節約して健全財政を維持した時期
（Ⅱ期・Ⅲ期）、至大以後は賞賜をはじめとする支出増大によって財政赤字の発生した時期（Ⅳ
期）との評価である。
許有壬の総括は財政支出の面であり、鈔印造とは次元を異にする。しかし鈔印造は支出と
往々にして相関関係にあるから、鈔印造額の時期区分と許有壬の総括がほぼ対応するのもうな
づける。だが、財政の健全さという点から評価する許有壬の見解は、印造額の増減から見ると、
反対のような印象をうける。Ⅱ期・Ⅲ期は巨大な支出を補うべく鈔印造を増大して財政を支え、
Ⅳ期は鈔印造を抑制したために財政が逼迫した、あるいは実物財政に傾斜したという印象であ
る。評価についてはしばらくおくとして、鈔印造額からする元朝財政の時期区分は当時の識者
の認識と一致することから有効であると判断できる。
本稿は財政統計の基準となる鈔は中統鈔であることを確認することから出発し、公的なレー
トをもとに銭銀に換算した鈔の実質的な価値から、元朝財政を見直したものである。本稿では
概観だけでおわったが、このような方法は鈔収入と関係する商税その他の側面にも大きな影響
を及ぼす。
???
（1） 田山茂「元代財政史に関する覚書――収支の額を中心として――」（『東洋の政治経済』目黒書
店、1949年）は収支にわたって多くの統計資料を収集している。ただし例えばある月の収入
の記録があればそれを１年に換算する方法が取られている。史料の少なさは如何ともしがたい
が、この方法は取るべきでない。
（2） 『国朝文類』巻40、雑著、経世大典序録、市糴糧草、
又在京飼馬之芻、惟用河間塩、令有司以五月預給京畿郡県之民、至秋成、各験塩数以輸之、
名曰塩折草。毎塩二斤、折草一束、須重一十斤、計歳用草八百万束、折塩四万引、此国家市
糴之大略也。
（3） 宮澤「元代後半期の幣制とその崩壊」（『鷹陵史学』27、2001年）。舩田善之「元代史料として
の旧本『老乞大』――鈔と物価の記載を中心として――」（『東洋学報』83-1、2001年）。
（4） 私はこの問題に関して、第１次至元幣制・第２次至元幣制の基準鈔は至元鈔であると考え
た。この推論が誤りであったことは本稿の記述で理解されると思う。『宋代中国の国家と経済
――財政・市場・貨幣――』（創文社、1998年）251頁、276頁、277頁。
（5） 前田「元代に於ける鈔の発行制度とその流通状態」初出1944年、「元朝時代に於ける紙幣の価
値変動」初出1947年、いずれも『元朝史の研究』（東京大学出版会、1973年）、所収。
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（6） 高橋弘臣『元朝貨幣政策成立過程の研究』（東洋書院、2000年）。
（7） 宮澤前掲「元代後半期の幣制とその崩壊」。宮澤「権鈔銭に見る元代民間の通貨ルール」（『鷹
陵史学』31、2005年）。
（8） 高橋前掲『元朝貨幣政策成立過程の研究』。安部健夫「元時代の包銀制の考究」（初出1954年）、
「元代通貨政策の発展」、いずれも『元代史の研究』（創文社、1972年）、所収。
（9） 『元史』巻147、史楫伝、
辛亥（1251）、朝廷始徴包銀。（史）楫請以銀与物折、仍減其元数。詔従之、著為令。各道
以楮幣相貿易、不得出境。二三歳輒一易、鈔本日耗、商旅不通。楫請立銀鈔相権法、人以為
便。或請運塩按籍計口、給民以食。楫争其不可、曰塩鉄従民貿易、何可若差税例配之。議遂
寝。
（10） 高橋前掲『元朝貨幣政策成立過程の研究』147頁。
（11） 『国朝文類』巻40、雑著、経世大典序録、鈔法、
世祖皇帝中統元年七月、創造通行交鈔、以糸為本、以革諸路行用鈔法之弊也。行用鈔之法、
文牘莫稽。交鈔則以銀五十両易糸鈔一千両。是年十月、又印造諸路通行中統元宝、毎一貫同
交鈔一両、両貫同白銀一両、又以文綾織為中統銀貨、毎一両同白銀一両、而銀貨未及行焉。
（12） 丁福保『古銭大辞典』（上海医学書局、1938年）上編217葉、下編補遺515葉。彭信威『中国貨
幣史 第３版』（上海人民出版社、1965年）、1988年重版で565頁。李幹『元代社会経済史稿』
（湖北人民出版社、1985年）391頁。中統元宝は、同時代史料に見えないけれども、一般には
官鋳銭と認められている。
（13） 『国朝文類』巻50、張起巌「済南路大都督張公行状」（張宏）に、
又中統鈔法、諸路通行、唯（李）璮用漣州会子、所領中統鈔、顧於臣境貿易諸物、商人買塩、
而鈔不見售。又山東塩課之額、歳以中統鈔計為三千五百定、近年互為欺誑、省為二千五百定、
餘悉自盗、属法制初新、宜復旧額、而欺盗仍前。
とあり、中統年間山東の塩課は中統鈔表示であり、『元史』巻94食貨志とあわない。歳額が銀
と中統鈔でほぼ同額であるというのは、どちらかが誤りの可能性が大きい。おそらく『国朝文
類』の行状が怪しい。
（14） 『元史』巻94、食貨志、茶法、
世祖至元五年、用運使白賡言、榷成都茶、於京兆、鞏昌置局発売、私自採売者、其罪与私塩
法同。
（15） また『元史』巻７、至元７年５月丙辰、
括天下戸。尚書省臣言、諸路課程、歳銀五万錠、恐疲民力、宜減十分之一。
（16） 至元鈔発行の前、至元通宝が漢字と蒙古文の二書体で、わずかながら発行された。『元史』巻
205、盧世栄伝、
明年（至元22年）正月壬午、世祖御香殿、世栄奏、……自王文統誅後、鈔法虚弊、為今之計、
莫若依漢唐故事、括銅鋳至元銭、及製綾券、与鈔参行、因以所織綾券上之。世祖曰、便益之
事、当速行之。
ただし盧世栄の銅銭はごく短期間の鋳造でおわったらしく、伝世・出土品は少ない。その後至
元鈔発行の検討のさい、再び鋳銭のことが議論されたが実現しなかった。
『元史』巻168、劉宣伝、
（至元）二十三年十二月、中書伝旨、議更鈔用銭。（劉）宣献議曰、……欲鋳造銅銭、又当詳
究。秦漢隋唐金宋利病、著在史索、不待縷陳。国朝廃銭已久、一且行之、功費不貲、非為遠
計。大抵利民権物、其要自不妄用始、若欲済邱壑之用、非惟鋳造不敷、抑亦不久自弊矣。属
桑哥謀立尚書省、以専国柄。銭議遂罷。
（17） 内蒙古銭幣研究会・《中国銭幣》編輯部合編『中国古鈔図輯』（中国金融出版社、1992年）。
（18） 『元典章』巻21、戸部、倉庫、把壇庫子、
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大徳八年七月、江浙行省准中書省咨、戸部呈、諸路宝鈔都提挙司備光煕行用庫申、依奉上司
文字、……湖広行省咨欽奉詔書内一款節該、金銀開禁、聴従民便買売、欽此。
（19） 『元史』巻23、至大２年９月庚辰、
改造至大銀鈔、頒行天下。至大銀鈔一両、準至元鈔五貫・白銀一両・赤金一銭。隨路立平準
行用庫、買売金銀、倒換昏鈔。……私相買売及海舶興販金・銀・銅銭・綿糸・布帛下海者、
並禁之。
（20） 『元典章』巻22、戸部、課程、塩課、銀中塩引、
皇慶元年二月二十四日、中書省奏過事内一件、節該、預買来年塩引、除辺遠中糧塩引外、依
先例十分中収一分銀。在先一定銀折二十定鈔来。如今添五定、毎一定銀做中統鈔二十五定呵
怎生、奏呵、那般者麼道聖旨了。欽此。
（21） 前田前掲「元朝時代に於ける紙幣の価値変動」。
（22） 宮澤前掲「元代後半期の幣制とその崩壊」72頁。
（23） 宮澤前掲「権鈔銭に見る元代民間の通貨ルール」。
（24） 宮澤前掲「元代後半期の幣制とその崩壊」。宮澤「明初の通貨政策」（『鷹陵史学』28、2002年）。
（25） 安部健夫「大元通制解説――新刊本「通制条格」の紹介に代えて――」（初出1931年、前掲
『元代史の研究』所収）。
（26） 『元典章』巻22、戸部、課程、塩課、塩司人休買塩引に、
大徳七年三月二十四日奏過下項事理。……天下毎年辦納的銭、塩課辦着多一半有。
『元史』巻170、郝彬伝に、
国家経費、塩利居十之八、而両淮塩独当天下之半、法日以壊。
とある。いずれも世祖末―成宗（至元末―元貞・大徳）ごろの状況である。
（27） 天暦２年の鈔合計に対する割合を求めた理由は、『元史』食貨志、塩法の天暦歳辦数は一引あ
たり鈔３錠となっているからである。『国朝分類』巻40、経世大典序録、塩法によると、天暦
己巳（２年）に150貫（３錠）となった。
（28） 田山茂「元代の榷塩法について」（『史学研究』9-2、1937年）93頁の図表Ⅰは地域ごとに年代
の近い塩引数を集めている。天暦２年と同様、両淮塩の引数が極めて多い。
（29） 『元史』巻94と97塩法の各地の引数と比較すると、両淮は『元典章』65万2475引に対し、『元
史』97は大徳４年ごろ65万75引、両浙は『元典章』35万引に対し、『元史』94は至元26年から
大徳４年まで35万引、福建は『元典章』７万引に対し、『元史』94は至元29年から大徳９年ま
で７万引、広海は『元典章』24000引に対し、『元史』94は至元13年から大徳９年まで24000引
で一致する（あとの地方は記録が十全でない）。『元典章』の記録が何年のものかは、『元史』
の４つの年代の共通する部分すなわち至元29年（1292）から大徳４年（1300）までのものと
判明する。
（30） 田山前掲「元代の榷塩法について」。
（31） 『元史』巻93は天暦元年までの記録。その他の記録は、『元史』巻33天暦２年12月丁未、巻36
至順３年正月丙戌、巻39後至元４年正月癸亥、巻40至正元年２月是月、巻42至正12年正月丙午、
巻43至正13年正月庚午。なお巻40後至元６年２月庚辰、巻40至正元年12月癸亥によると、至
元６年と至正２年は印造を停止した。
（32） 『元史』巻40、至正元年12月癸亥に、
以在庫至元・中統鈔二百八十二万二千四百八十八錠可支二年、住造明年鈔本。
とあり、至正２年（1342）の印造を停止する理由として至元・中統両鈔が282万2488錠の在庫
があり、２年間を支えられるという。このころの歳印鈔数は至元３年（1337）が至元鈔150万、
４年が至元鈔120万錠、至正元年が至元鈔99万錠・中統鈔１万錠であるから、在庫はまさに２
年分に相当する。残された史料とあわせ、1310年代から40年代の鈔印造額は多くとも至元鈔
150万錠ほどで実質的にかなり少ない。
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（33） 前注（31）参照。
（34） 『元史』巻44、至正15年12月己巳条に、
以諸郡軍儲供餉繁浩、命戸部印造明年鈔本六百万錠給之。
とあり、翌至正16年に600万錠を印造するという。
（35） 宮澤前掲『宋代中国の国家と経済』512頁。
????本稿は2011年度特別研究費による研究成果の一部である。
（みやざわ ともゆき 歴史学科）
2011年11月14日受理
